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国営滝野すずらん丘陵公園
　 3月 3日（日）、10日（日）、17日（日）
　自然博物園　開放日！
　　 冬のあいだは一般開放されていない自然博物園（滝野の森ゾー

ン・西エリア）を時間限定で特別解放！滝野公園の中でも、と
くに自然豊かなエリアで冬の散策をお楽しみいただけます。

　　　●参加費　無料（駐車料金は別途）
　　　●定　員　なし
　　　●場　所　森の情報館
　　　●時　間　１２:00～１5:00（１4:30受付終了）時間内出入り自由
　 3月 3日（日）、10日（日）、12日（火）、17日（日）
　冬の自然博物園に行こう！
　　 冬のあいだは行くことのできない滝野の森ゾーン・西エリ

ア “自然博物園” を特別にご案内！滝野公園の中でもとく
に自然が豊かで身近に感じられる自然博物園では、春か
ら夏にかけて山野草や生きもの探しが楽しめます。冬は
笹やぶが雪に埋め尽くされるので、夏場歩くことができな
い場所や尾根も自由に歩き回ることができます。

　　　●参加費　１00円（駐車料金は別途）
　　　●定　員　各 4 組（一組最大 5 名）／日
　　　●場　所　森の情報館（事前予約必要）
　　　●時　間　１0:00～１２:00
　　　●対　象　 4 歳以上。（小学生以下のお子様のみの参

加はできません）
　　※各開催日の １ カ月前から受付を開始します。
　 3月 1日（金）～31日（日）までの平日限定
　どんぐりクラフト
　　 森の交流館で「 3 月の平日」に開催！セルフでできるクラ

フトイベントです。秋に公園で採れたミズナラのどんぐり
を１0個お渡しします。お絵かきしてみたり、くっつけてみ
たり…自由な発想でクラフトしてみましょう！

　　　●参加費　１00円（駐車料金は別途）
　　　●定　員　１0名／回
　　　●場　所　森の交流館
　　　●時　間　１0:00～１２:00（受付終了１１:30）、
　　　　　　　　１3:00～１5:00（受付終了１4:30）
　　※ 詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.com/）

をご覧いただくか、滝野公園案内所（0１１-59２-3333）ま
でお問い合わせください。

　 3月 5日（火）
　土木技術者のための講習会
　 9 :１5～１6:１0　北海道自治労会館　 4 階ホール
　お問い合わせ／（一財）北海道開発協会広報研修出版部
　　　　　　　　 TEL 0１１-709-5２１２

　 3月 8日（金）
　�シンポジウム　人口減少時代における北海道の地域交通・
物流－持続可能な人流・物流のあり方－

　１4:00～１7:00　かでる ２ ・ 7 　 4 階「大会議室」
　お問い合わせ／（一財）北海道開発協会開発調査総合研究所
　　　　　　　　 TEL 0１１-709-5２１3
　※詳細は39ページをご覧ください。

40 ’24.3

　大都市への人口集中が続いています。道内で
2023年に日本人住民が転入超過となったのは、
25市町村だけで、このうち札幌圏が10市町村で
した。働き盛りの20～50歳台について、直近 5
年間の移動状況をみると、累計が転入超過と
なっているのは17市町村しかありませんから、
ほとんどの地域で、社会経済の担い手が流出し
ています。そうした中、利尻町は人口 2 千人程
の町ですが、若い世代の転入超過が増えていま
す。町では町営のホテルや学習塾等によって住
民生活を支援してきましたが、2020年から「定
住移住支援センター」を開設して、漁業や商店
の求人求職相談や住宅探しなど、一人ひとりの

「定住」のための課題解決に取り組んでいます。
センターは廃校となった校舎を改装したもので、
コワーキングスペースやカフェラウンジも併設
されています。運営団体である一般社団法人「ツ
ギノバ」には、地域おこし協力隊を経て町民と
なったスタッフもいて、実経験に基づいた暮ら
しや仕事のアドバイスが好評のようです。「ツギ
ノバ」は、人を呼び込むための情報発信もして
いるのですが、サテライトカレッジや高齢者の
介護予防にも取り組むなど、町から出て行って
しまう人を一人でも減らすことに重きを置いて
います。地域の風土に根ざした行政や民間の取
組を応援していきたいと思います。 （黒﨑）
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